
南　魚　沼　市

令和８年２月２７日

南 魚 沼 市 新 ご み 処 理 施 設

整 備 ・ 運 営 事 業 に 係 る

入 札 説 明 書 等 に 関 す る 質 問 回 答 （ 第 ２ 回 ）



(1)　入札説明書に関する質問

　　 質問なし
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No 頁 項目1 項目2 項目3 項目4 項目5 項目6 項目7 項目8 項目名 内容 回答

1 5 第1編 3 (2) キ (ｱ) 電気

「系統連系に係る工事負担金については市の負
担」とありますが、接続検討申込の回答により、
設備の設置や増設の要求があった場合の費用は、
貴市ご負担と理解してよろしいでしょうか。

既に接続検討の申込みを行っており、回答予定日
は令和8年3月3日となっています。回答については
受領後、資料を提供しますので、希望される場合
は事務局までご連絡ください。
接続検討の回答を踏まえて、事業者にて必要な設
備を設置してください。

2 6 第1編 3 (2) キ (ｲ） 用水

上水の引込工事に負担金(水道メーター設置に係る
負担金等)は発生しますでしょうか。
また発生する場合については、貴市ご負担と理解
してよろしいでしょうか。

要求水準書添付資料4「インフラ設備取合い点」に
おける上水（φ25）までの加入負担金は納入済み
です。
それ以上の口径を必要とする場合、上水の引込工
事に伴う負担金差額分は事業者負担とします。

3 33 第2編 2 (1) ア (イ)
現施設構内道

路

「建設用地東の現施設構内道路を活用することも
可とするが、その場合は本施設の設計・建設業務
に当該構内道路に係る外構工事も含める」とあり
ますが、埋設されている消雪パイプ等は既設流用
とし、道路のアスファルト舗装の更新のみ本工事
範囲と理解して良いでしょうか。

お見込みのとおりです。
消雪パイプの更新は現施設解体後の状況に合わせ
て行う必要があるため、本事業では既設流用とし
てください。

4 103 第2編 5 (2) イ (ｲ) 本施設の外観

「外観の色彩については、受注後に市と協議の
上、決定する。」とありますが、金属サンドイッ
チパネルなど現場塗装を共わない材料について
は、アースカラーを基調とするメーカ標準色の中
から貴市と協議し決定すると考えてよろしいで
しょうか。

お見込みのとおりです。

5 103 第2編 5 (2) イ (ｷ)

本施設の外観

添付資料19
第3条

添付資料19　南魚沼市廃棄物処理施設広告掲載取
扱要領の第3条では、広告掲載枠の位置及び枠数
は、可燃ごみ処理施設 東側壁面の一部に9枠、不
燃ごみ処理施設 東側壁面の一部に9枠とあります
が、本事業では可燃ごみ処理施設 東側壁面の一部
に9枠と理解してよろしいでしょうか。
また、9枠はまとまった位置とし、高さなどの指定
がありましたらご教示願います。

設置箇所については要求水準書の記載のとおり、
市と協議の上決定するものとしますが、現施設同
様に視認されやすい位置に9枠をまとめて設置する
ことを想定しています。

(2)　要求水準書に関する質問
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No 頁 項目1 項目2 項目3 項目4 項目5 項目6 項目7 項目8 項目名 内容 回答

(2)　要求水準書に関する質問

6 105 第2編 5 (2) ウ
表2-
24

灰積出場

「灰の積出し（搬出車両を収納できる広さ）」と
ありますが、本記載の主旨は添付資料08にて与え
られている車両寸法情報を基に、当該灰積出場内
で天蓋の開閉ができるスペースを確保することを
要求されていると理解してよろしいでしょうか。
具体的には、灰積出場の内寸は、搬出車両寸法よ
り6.0m以上※を確保すると理解してよろしいで
しょうか。
※添付資料8　主灰及び飛灰の搬出条件　に記載の
大型25ｔダンプ車またはフルトレーラ（灰搬出車
両）の車幅2.49m＋天蓋2.49m＝4.98m ⇒1m裕度を
加味して6.0m

添付資料８にて示す寸法の車両の安全な動線が確
保でき、天蓋の開閉ができるスペースとします。
搬出車両寸法は添付資料８のとおりですが、灰積
出場の内寸の寸法については貴社経験により安全
性を考慮して設定ください。

7 128 第3編 1 (2) エ (ｱ) 給排水

「プラント排水の下水道使用料減免処理を受ける
ための申請や報告を行う。」とありますが、減免
制度ではなく減量認定制度と理解してよろしいで
しょうか。

お見込みのとおりです。南魚沼市下水道条例第21
条（汚水排除量の認定）とお考えください。

8 137 第3編 3 (5) (ｴ)
表3－4　分析
項目及び分析

頻度

主灰および飛灰処理物の溶出基準について、要求
水準書 添付資料8 主灰及び飛灰の搬出条件 の基
準項目よりも少ない 8項目が溶出基準として要求
水準書P.16に記載されておりますが、測定項目お
よび溶出基準値については運用開始後も同等と理
解してよろしいでしょうか。

運用開始後の測定項目及び溶出基準値は添付資料8
に示す処分委託先における受入基準となります。
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(3)　落札者決定基準に関する質問

　　 質問なし

（4/8）



No 頁 項目1 項目2 項目3 項目4 項目5 項目6 項目7 項目8 項目名 内容 回答

1

様式第
15号-2-

3
(別紙
1）

留意点

地元経済への
貢献金額

第１回質問回答、No.21,22の事業スキームについて
「南魚沼市特別認定市内業者についても、地元企業
と同様の対応とします。」とありますが、地域貢献
金額に関しても地元企業と同様の扱いと考えてよろ
しいでしょうか。

お見込みのとおりです。

(4)　様式集に関する質問

（5/8）



(5)　基本協定書（案）に関する質問

　　 質問なし

　　 質問なし

(6)　基本契約書（案）に関する質問
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No 頁 条 項 号 項目名 内容 回答

1 12 20 1
(受注者の請
求による履行
期間の延長)

本地域での施工においては、要求水準書５ページ
に記載の垂直積雪量340cmを超えるような記録的な
豪雪や、それに伴う搬入路の寸断、除雪作業によ
る大幅な工期遅延の可能性があります。
こうした大雪に起因する現場閉鎖や作業中止は、
工期延長が認められる「正当な理由」に含まれる
と理解してよろしいでしょうか。
また、「通常予見可能な範囲外」の判断について
も、積雪深や道路の通行止めといった広域的な雪
害による影響を含め、客観的なデータに基づき協
議させていただけるものと理解してよろしいで
しょうか。

現場閉鎖や作業中止は大雪が正当な理由に該当し
ますが、それに伴う工期延長については原則これ
を認めません。
不可抗力の「通常予見可能な範囲外」の判断につ
いては、お見込みのとおり、客観的なデータ・根
拠に基づき協議するものとします。

(7)　建設工事請負契約書（案）に関する質問
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(8)　運営業務委託契約書（案）に関する質問

　　 質問なし
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